
『
漠
簡
』
居
延
漢
簡
日
口
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
：
早
苗

泉
澄
一
著
『
堺
と
博
多
ー
戦
国
の
豪
商
』
•
…
…
…
…
…
•
•
田
中

昭
和
四
十
九
•
五
十
年
度
史
学
科
業
論
文
題
目

（
一
部
・
ニ
部
・
大
学
院
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

書

評

関
西
大
学
考
古
学
資
料
室
蔵
甲
骨
文
字
…
…
…
…
…
…
…
…
伊
藤

森
川
杜
園
の
芸
術
に
お
け
る
国
学
的
展
開
…
…
…
…
…
…
…
浅
井

江
戸
幕
府
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
唐
本
医
書
の
輪
入
時
期

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
野

ー
ー
主
に
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
旧
紅
葉
山
本
唐
本
医
書
に
つ
い
て
の
考
察
ー
ー

第
五
十
一
号

豊
良
雄

正
芳

允
晶

道
治

(91) 

(88) 

(75) 

(42) 

(24) 

(
1
)
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京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
鍵
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町
―
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所

株

式

会

社

暉

呻

同

朋

舎

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山

閥

輝

関

西

大

学

史

学

会

振
替
大
阪
二
六

0
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六
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泉
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横
田
健
一
先
生
略
年
譜
及
び
著
作
目
録

網
文
晩
期
の
編
物

穿
孔
土
器
の
考
察

ー
大
阪
船
橋
遣
跡
出
土
例
を
中
心
と
し
て
ー

弥
生
社
会
に
お
け
る
試
殺
の
問
題
に
つ
い
て

畿
内
に
お
け
る
古
代
鉄
鏃
の
集
成

大
和
平
野
東
南
部
に
お
け
る
前
期
古
墳
群
の
形
成
過

程
と
構
成

紀
ノ
川
河
口
域
へ
の
古
墳
の
伝
流
に
つ
い
て
の
一
考
察

古
墳
築
造
面
に
お
け
る
墳
丘
を
明
確
に
す
る
も
の

箸
墓
と
そ
の
伝
承

狭
穂
彦
王
謀
反
伝
承
に
関
す
る
一
考
察

大
和
の
群
集
墳
概
観

飛
鳥
時
代
寺
院
と
そ
の
背
景

河
内
・
大
和
に
お
け
る
横
口
式
石
椰
の
機
能
に
つ
い
て

七
世
紀
に
お
け
る
造
陵
墓
地
に
つ
い
て

横
田
健
一
先
生

還

暦

記

念

新

刊

案

日

本

史

論

叢

網吉

干岡

善

教哲

大

山

喬

平

亀河

田上

邦

博彦

尾

塚鳥

ロ

福薗田

田 中

櫃菅石

越本谷

義墨誠文博
二

信郎ー則

上

井

猛香久
市
郎融夫義

久

野

信

高

富兼

田

久

波井
多

橋野上

隆忠正

博 雅一

康

好保

明

勝角

部山

明幸

生洋

昭
和
五
十
一
年
九
月
三
日
発
行

A
5
判
一

0
1
0頁
頒
価
一
五
、

0
0
0円

扁
松
塚
の
星
宿
と
呉
越
国
王
銭
元
瑠
墓
・
王
妃

呉

漠

月

墓

の

星

宿

有

額

田

部

と

湯

坐

と

上

木

と

紙

ー

木

簡

研

究

の

一

駒

ー

岸

律
令
官
僚
制
度
成
立
過
程
に
お
け
る
中
国
法
の
影
響
松

ー
侍
従
、
内
舎
人
、
少
納
言
制
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
ー

「
知
太
政
官
事
」
一
試
考

防
閤
と
馬
従
ー
中
央
貴
族
の
私
的
武
力
と
関
連
し
て
1

聖
武
天
皇
の
「
雑
集
」
に
収
録
さ
れ
た
宝
人
銘

神
宮
寺
成
立
の
史
的
背
景
に
つ
い
て

把
手
付
平
瓶
と
そ
の
用
途

—
橿
原
遺
跡
第
2
0
号
井
検
出
例
に
つ
い
て
ー

霊
異
記
の
結
界
観
と
道
饗
祭

延
喜
式
次
宇
治
墓
考
ー
藤
原
甚
経
の
墓
所
ー

延
喜
式
記
載
の
木
漆
器
に
つ
い
て

ー
盤
・
椀
・
折
敷
・
樽
・
酒
海
ー

古
代
祭
儀
と
神
楽

地
蔵
信
仰
と
乎
清
盛

法
道
仙
人
考

近
江
商
人
前
史
研
究
の
視
点

ー
古
代
近
江
の
経
済
的
地
位
と
中
世
近
江
の
物
産
ー

文
治
国
地
頭
制
の
停
廃
を
め
ぐ
っ
て

ー
文
治
二
年
六
月
廿
一
日
頼
朝
書
状
の
検
討
ー

西

川

重

幸

波

々

伯

部

守

小

野

勝

年

遠

藤

順

昭

岡

幸

二

郎

尾

大

井坂

俊輝隆

男代道
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紀
州
湯
川
氏
の
祖
先
伝
承
に
関
す
る
一
考
察

宇
佐
八
幡
託
宜
集
の
一
考
察

新
田
義
貞
の
西
征
を
め
ぐ
る
問
題

ー
建
武
一
一
一
年
三
月
六
日
の
「
祈
願
状
」
を
中
心
に
1

花
営
三
代
記
考

兵
庫
県
小
野
市
文
化
財
拾
遣

坂
上
氏
の
長
宝
寺
所
蔵
よ
み
が
え
り
の
草
紙

三
重
県
亀
山
市
及
び
関
町
に
お
け
る

佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
の
伝
承

丹
波
国
小
野
原
荘
に
お
け
る
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て

石
川
丈
山
事
蹟
考

狩
野
山
雪
に
お
け
る
正
統
と
異
端

ー
寛
永
文
化
の
一
位
相
ー

対
馬
以
酎
庵
輪
番
僧
江
岳
元
策
に
つ
い
て

有
沢
永
貞
と
『
諸
国
居
城
之
図
』
を
め
ぐ
る
一
考
察

近
世
寺
内
町
の
存
立

ー
和
泉
貝
塚
寺
内
地
頭
卜
半
氏
の
守
成
に
つ
い
て
1

藩
札
資
料
か
ら
み
た
名
塩
紙

天
保
期
に
お
け
る
森
川
杜
園
の
動
向

—
そ
の
芸
術
の
甚
礎
的
形
成
期
の
問
題
ー

山
田
方
谷
の
改
革
理
念
に
つ
い
て

幕
末
に
お
け
る
第
二
回
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生

両
墓
制
に
お
け
る
石
塔
と
埋
葬
地

明
治
初
年
堺
県
に
お
け
る
神
社
整
理

三
重
紡
績
所
の
水
力
的
基
礎

末服井古朝

尾部阪西森

至 康義

行敬二麿要

浅亥

井野

允

晶彊

藤北泉

本垣

聡澄

篤郎一

田山

中本下

四

豊郎

久

隆

史

鶴井斉宮

崎上藤崎

裕 隆

雄薫孝旨

茨二湯

木宮川

一正敏

成彦治

申
込
先
•
発
行

横
田
健
一
先
生
還
暦
記
念
会

〒
561
吹
田
市
山
手
町
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
史
学
科
研
究
室
内

淡
路
島
や
き
も
の
概
説

ー
津
名
郡
立
陶
器
学
校
を
中
心
に
し
て
ー

今
井
嘉
幸
と
『
五
十
年
の
夢
』

大
正
・
昭
和
初
期
の
大
都
市
制
度
問
題

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
住
友
財
閥

ー
財
閥
資
本
存
立
の
歴
史
的
条
件
に
関
す
る
一
考
察
ー

大
阪
空
襲
下
の
人
心
の
動
向

結
婚
式
場
と
霊
園
墓
地

ー
都
市
民
俗
学
こ
と
は
じ
め
覚
書
ー

竹小

田山

聴仁

洲示

小芝松

田村岡

康篤文

徳樹平

広

岡

俊
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柴
田
賓
先
生
略
年
譜
及
び
著
作
目
録

節
取
地
蔵
縁
起
の
成
立
と
祖
先
祭
祀
の
展
開

知
盛
説
話
に
つ
い
て

古
代
の
「
宮
の
伝
領
」
に
つ
い
て

ー
飛
鳥
の
嶋
宮
を
通
じ
て
—

高
野
寺
領
の
宮
座
に
関
す
る
一
考
察

関
西
大
学
考
古
学
資
料
「
瓦
経
」
片
の
復
原

ー
秘
密
三
経
に
つ
い
て
ー

「

山

の

二

上

」

と

氏

族

神

池

日

本

神

話

の

研

究

方

法

序

説

石

甲

賀

郡

中

惣

と

大

原

同

名

中

惣

に

つ

い

て

石

天
龍
寺
第
二
百
十
一
世
月
心
性
湛
和
尚
に
つ
い
て
泉

ー
享
保
三
ー
五
年
、
対
馬
以
酎
庵
輪
番
時
代
の
行
実
ー

崇
神
紀
の
三
輪
伝
承
に
つ
い
て

法
然
伝
に
み
え
た
る
聖
覚
像
の
成
立
背
景

夫
余
国
王
と
大
使

ー
東
ア
ジ
ア
の
古
代
王
者
1

|

荻
生
祖
裸
と
覚
眼
法
印

柴
田
賓
先
生

古

稀

記

念

今 井伊泉

中

寛

司

上藤谷

秀唯康

雄真夫

高末城篠桜

瀬尾福崎井

田沢

澄善

田

源

一人激太

網熱

干

善

教

田

公

田藤山原村康下垣

秋赤赤

山

男秀

日
出
雄

塁
雄行勇勝郎

重至 知 仁

己孝示薫寿

松田

俊光

日
本
文
化
史
論
叢

神
婚
伝
承
の
展
開
ー
三
輪
の
神
を
め
ぐ
っ
て
ー

伊
吹
山
寺

本
願
寺
の
宗
名
公
認

ヒ
ナ
モ
リ
の
伝
承

弘
安
の
神
領
興
行
令
を
め
ぐ
っ
て

文
治
国
地
頭
の
存
在
形
態

ー
梶
原
景
時
と
土
肥
実
平
の
事
例
分
析
ー

番
湯
蓮
華
寺
過
去
帳
の
こ
と
な
ど

い
わ
ゆ
る
大
化
の
東
国
「
国
司
」
の
前
提

宣
命
簡

近
世
に
お
け
る
川
普
請
の
一
考
察

地
鎮
め
の
祭
り

ー
特
に
東
密
の
土
公
供
作
法
に
つ
い
て
1

近
世
摂
津
国
真
宗
史
の
一
鮪

上
代
精
神
史
二
三
の
問
題

太
平
洋
戦
争
下
の
大
阪
空
襲
に
つ
い
て

神
門
に
祀
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
随
身
像
」
に
つ
い
て

般
若
理
趣
経
の
日
本
的
展
開

ー
有
紀
年
銘
の
写
本
よ
り
み
た
合
殺
の
附
加
年
代
ー

比
較
民
俗
論
の
課
題
ー
ノ
ク
ツ
リ
ム
と
マ
ブ
イ
グ
ミ
ー

地
域
社
会
史
論
序
説

源
内
の
『
浄
貞
五
百
介
図
』

「
北
大
阪
電
鉄
」
誕
生
の
経
緯

海
保
青
陵
と
幕
末
の
加
賀
藩

坂斉小栗木兼木北岸門岡

脇見

保密聡俊禎正

明運郎男二雄

昭
和
五
十
一
年
一
月
十
一
日
発
行

B
5
判
九
七
六
頁
頒
価
一
八
、

0
0
0円

上

田

正

昭

宇

野

茂

，

樹

梅

原

隆

章

上

井

久

義

上

横

手

雅

敬

大

山

喬

平



釈
服
従
吉

百
枡
洛
い
ー
雨
乞
習
俗
に
関
す
る
一
問
題
ー

持
仏
堂
の
発
展
と
収
縮

キ
ツ
ネ
ガ
エ
リ
考

狛
坂
大
磨
崖
仏
と
そ
の
周
辺

八
朔
考
ー
年
中
行
事
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
ー

「
浄
瑠
璃
十
二
段
」
試
論

ー
寛
永
民
衆
文
化
論
へ
の
序
章
ー

「
佐
紀
盾
列
古
墳
群
」
に
関
す
る
一
考
察

近
江
国
人
衆
の
千
句
連
歌
興
行

ー
永
原
千
句
・
十
花
千
句
・
伊
庭
千
句
ー

播
磨
国
の
国
街
を
め
ぐ
る
諸
問
題

南
蛮
世
界
図
屏
風
図
形
論

ー
初
期
日
本
専
図
に
つ
い
て
ー

九
条
家
本
延
喜
式
所
載
の
平
安
京
図
の
作
成
に
つ
い
て

大
蔵
省
と
宮
内
省
の
成
立

東
西
の
美
術

古
代
の
賓
礼
を
め
ぐ
っ
て

古
代
に
お
け
る
鉄
の
祭
祀
的
一
考
察

江
戸
時
代
の
塾
な
ど
の
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